
授業科目 家族関係論

【担当教員名】
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【＜概要＞又は＜一般目標： GIO>】

人間にとって最も身近な社会集団である家族について、その歴史的変動、形態と機能、発達課題、家族解体（健康破綻の場としての家族）、

多問題家族への福祉援助について講述する。

【＜学習目標＞又は＜行動目標： SBO>】

1.家族は社会生活の基礎的な単位であることを認識する。

2.過去の家族と現代の家族との異同を知る。

3.家族の変貌が人間に及ぽす影響を修得する。

4.社会問題としての家族問題について理解する。

5.家族のライフデザインと保健・医療・福祉との関係を理解する。

6.患者・障害者の在宅ケアとケアマネジメントの課題を理解する。

回
授業計画又は学習の主題
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番号1学習方法・学習課題又は備考・担当教貝

板書ならびに資料配布に基づく

講義の受講と質疑応答

【使用図書】 く書名＞ ＜著者名＞

特定のものは使用しない。

く発行所＞ く発行年・価格•その他＞

教科書
（必ず購入する書籍）

参考書
随時紹介する。

その他の資料
必要に応じて印刷教材を配布する。

【評価方法】

記述式の筆答試験を行う。

なお原則として授業時数の2/3以上の出席

により受験資格を得る。

【履修上の留意点】

家族は最も身近な共同生活の単位であるから、自分の家族生活の体験を客観的に検討し

家族を科学的に研究することをめざして主体的に学習してほしい。
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